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教育修了の国際的通用性に向けた日英比較
－自動車整備業の教育修了の例 (中間報告)－
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• 九州大学 科研

「第三段階教育における往還的コンピテンシー
形成と学位・資格枠組みの研究」

• 東京都専修学校各種学校協会

専修学校振興構想懇談会・専門学校検討部
会

ポスト・セカンダリー教育の
学(校)歴以外の能力証明(資格)をどうするか

EQFなどの
世界的な資格枠組み構築にどう対応するか

研究の背景

2

1

2
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8つのそれぞれのレベルは、資格のシステムにおけるそのレベルの資格に関連する学習成果を示す記述子のセットに
よって定義されます。

知識 スキル 責任と自律

理論的および/または事実 認知的（論理的、直観的、創造的な思考の
使用を含む）および実用的（手先の器用さと
方法、材料、ツール、および器具の使用を
含む）

知識とスキルを自律的かつ責任を持って適
用する学習者の能力

L7 
修士

高度に専門化された知識。その一部は、独
創的な思考および/または研究の基礎として、

仕事または研究分野の知識の最前線にあ
る

フィールドおよび異なるフィールド間のイン
ターフェースにおける知識の問題に対する
批判的な認識

新しい知識と手順を開発し、さまざまな分野
の知識を統合するために、研究および/また
は革新に必要な専門的な問題解決スキル

複雑で予測不可能で、新しい戦略的アプ
ローチを必要とする作業または研究の文脈
で管理および改変する
専門的な知識と実践への貢献、および/また

はチームの戦略的パフォーマンスのレ
ビューに責任を負う

L6
学士

理論や原則の批判的な理解を含む、仕事
や研究の分野に関する高度な知識

専門的な仕事や研究の分野で複雑で予測
不可能な問題を解決するために必要な、熟
練と革新を示す高度なスキル

複雑な技術的または専門的な活動またはプ
ロジェクトを管理し、予測不可能な仕事また
は研究の文脈で意思決定を担当する

個人およびグループの専門能力開発を管
理する責任を負う

L5
準 学
士

仕事または研究の分野内の包括的で専門
的な事実的および理論的知識、およびその
知識の境界の認識

問題を抽象化するための創造的な解決策
を開発するために必要な、広範囲の認知的
および実践的なスキル

予測できない変化がある作業または学習活
動の文脈での管理と監督の行使

自己および他者のパフォーマンスをレ
ビューおよび開発する

L4 仕事や研究の分野内の幅広い文脈での事
実と理論の知識

仕事や研究の分野で特定の問題の解決策
を生み出すために必要な、認知的および実
践的なスキルの範囲

通常は予測可能であるが、変更される可能
性がある仕事または研究の文脈のガイドラ
イン内で自己管理を実行する

他の人の日常業務を監督し、仕事または学
習活動の評価と改善に責任を負います

L3
後期中
等教育

仕事または研究の分野における、事実、原
則、プロセス、および一般概念の知識

基本的な方法、ツール、材料、情報を選択
して適用することにより、タスクを達成し、問
題を解決するために必要なさまざまな認知
スキルと実践スキル

仕事や勉強のタスクの完了に責任を持ち、
問題を解決する際に状況に応じて自分の行
動を適応させる

3

Descriptors defining levels in the European Qualifications Framework (EQF), Council Recommendation on the European
Qualifications Framework for lifelong learning and repealing the Recommendation of the European Parliament and of the Council of 
23 April 2008 on the establishment of the European Qualifications Framework for lifelong learning, 2017.5.24, p.16

©2019 G.ARAI

イギリス NQF 抜粋

4

RQF level Example qualifications[1] Equivalent FHEQ qualifications[5]

Level 8
•Level 8 Award, Certificate, Diploma
•Level 5 NVQ

•PhD/DPhil
•Professional doctorates

Level 7
•Level 7 Award, Certificate, Diploma
•Level 5 NVQ

•Master‘s degree ・・・

Level 6
•Level 6 Award, Certificate, Diploma
•Degree Apprenticeship
•Level 4 NVQ

•Bachelor's degree
•Graduate Certificate, Diploma ・・・

Level 5

•Higher National Diploma
•Level 4 NVQ
•Level 5 Award, Certificate, Diploma
•Level 5 Higher Apprenticeship

•Foundation degree
•Diploma of Higher Education
•Higher National Diploma (awarded by a degree-awarding body)

Level 4

•Higher National Certificate
•Level 4 Award, Certificate, Diploma
•Level 4 NVQ
•Level 4 Higher Apprenticeship

•Certificate of Higher Education
•Higher National Certificate (awarded by a degree-awarding body)

Level 3

•A Level
•Access to Higher Education Diploma
•AS Level
•Applied General
•International Baccalaureate Diploma
•T Level
•Level 3 Award, Certificate, Diploma
•Level 3 NVQ
•Advanced Apprenticeship [7] ・・・

Level 2

•GCSE grades A*–C
•Reformed GCSE grades 4–9[8]

•CSE grade 1
•Level 2 Award, Certificate, Diploma
•Level 2 NVQ
•Level 2 ESOL
•Level 2 Essential Skills
•Level 2 Functional Skills
•Level 2 National Certificate
•Intermediate Apprenticeship

3

4
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イギリス 教育制度

5

年齢
日本の
学年

英国の
学年

Key
Stage
(KS)

英国の
統一試験

英国の教育制度

私立
(Independent School)

公立
(State School)

5-6 幼 Year 1 KS1 Pre-Preparatory School
プリプレパラトリースクール

Primary School
プライマリースクール

6-7 小１ Year 2 NCTs*
7-8 小2 Year 3

KS2
Preparatory School

プレパラトリースクール

8-9 小3 Year 4
9-10 小4 Year 5

10-11 小5 Year 6
NCTs*

Common
Entrance (11+)

11-12 小6
Year 7

KS3

Secondary School
セコンダリースクール

Common Entrance (13+)
12-13 中1

Year 8

13-14 中2
Year 9

NCTs*

Senior School
シニアスクール

14-15 中3
Year 10

KS4
15-16 高1 Year 11 GCSEs      RQF  Level2

(Academic and Vocational)

16-17 高2 Year 12
6th Form

シックスフォーム
6th Form Tutorial 
college
チュートリアルカレッジ

6th Form
シックス
フォーム

6th Form Tutorial 
college

チュートリアルカレッジ

Further 
Education 
College

専門学校
17-18 高3 Year 13

A-levels(A2) RQF  Level3
(Academic and Vocational)

IB
18-19 大短専1

RQF  Level 4-6
University

大学学士課程
Further Education 
College
専門学校

University
大学学士課程 Further 

Education 
College

専門学校

19-20 大短専2
20-21 大3

21-22
年齢関
わらず

大4 RQF  Level 7-8
Higher Education
大学修士博士課程

Higher Education
大学修士博士課程

Oxford International Exchange Ltd. 社HP, 全国統一試験制度, http://www.oxford.or.jp/boarding-
school/uk-education-background/examinations.php, 2019.12.19確認 を改編

©2019 G.ARAI
6
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ofqual A level infographic 2019

8

7

8

- 5 -



5G.ARAI ©2019

©2019 G.ARAI
9

https://www.oxfordsixthformcollege.com/course/
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10https://www.oxfordsixthformcollege.com/course/

9

10
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https://www.oxfordsixthformcollege.com/course/
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ofqual An infographic: GCSEs in 2019 / A level infographic 2019

12

イギリス人口 6644万人

11

12
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kings college London Engineering コース

13

©2019 G.ARAI

bucks new university 徒弟訓練 Engineering コース

14

13

14
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IMI MAINTENANCE AND REPAIR
(COMPETENCE QUALIFICATIONS (VCQ/NVQ/COMPETENCE)) 

15
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KNOWLEDGE QUALIFICATIONS (VRQS/PRINCIPLES)

16

15

16
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KNOWLEDGE QUALIFICATIONS (VRQS/PRINCIPLES)

17
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18

17

18
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ガイド付き学習（時間）および総認定時間（TQT）にカウントされるアクティビティは何か？
次の表は、GL（時間）とTQTの両方にカウントされるアクティビティの例を示しています。

Type of Activity GL(hours) TQT

1対1またはグループベースで講師、監督者、または家庭教師が監督する教室ベースの学習

検査または監督された試験または最終評価

学習者が独立した研究を実施し、監督なしでレポートを作成する研究プロジェクト ×

仕様で要求される資格への教室ベースの誘導

学習の場所または職場でのスキルの練習。学習者は、練習の証拠を作成する責任があります。一般的に講
師や家庭教師ではなく、適切な付き添いの大人からの出席を確認する声明

×

シミュレーションが行われると同時に学習者が観察および評価されるシミュレーション条件で実行されるスキル
プラクティス

講師、監督者、家庭教師、または他の事前に準備された教育セッションとの面談電話/ウェブカメラの連絡先、
インターネットメッセージング、リアルタイムの会話

雇用者、家庭教師、または学習者よりも資格のある他の証人が遵守する業務ベースの実践

学習者が講師、監督者、または教師の監督なしで能力と理解の証拠を照合するポートフォリオ評価 ×

学習者がいつでもオンラインの電子評価にアクセスできる場所で、教師なしで知識と理解が評価されていない
電子評価

×

学習者が講師、監督者、または家庭教師によってリアルタイムで監督される電子評価

事前に記録されたポッドキャストまたはウェビナーを視聴する ×

19

合計認定時間（TQT）と認定サイズ
資格のサイズは、Award、Certificate、またはDiploma という用語で示されますが、過去において資格のクレジット値に関連していた場合、割り当てられ
たTQT値によって決定されるようになりました。
資格サイズの割り当て
・Award のTQT値は120時間以下
・Certificate のTQT値は121〜369時間です
・Diploma のTQT値は370時間以上

SFEDI AWARDS: A Guide to Total Qualification Time (TQT), http://sfediawards.co.uk/media/A-Guide-to-Total-
Qualification-Time-TQT-1.pdf, 2020.02.10

©2019 G.ARAI

UK(England)における職業資格と職業教育の関係

20

BIS
Department for 

Business, Energy & 
Industrial Strategy

NOS:National Ocupational Standards (全国職業能力標準) 設定

apprenticeship standards徒弟訓練標準) 設定
SSCs

Sector Skills Council

SSCの認可

Ofqual
Office of 

Qualifications and 
Examinations 

Regulation

AOs
Awarding 

Organization

AOの認可
Qualificationの認可

NOSを基準としたQualificationの設定
Center 評価センターの認定

教育訓練プ
ロバイダー

Centers

Qualification取得を目的とする
apprenticeship standards を基準とする教育
訓練を実施する
Center がQualification の評価・申請を行う

19

20
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自動車小売業界向けSSC IMI:INSTITUT of THE MOTOR INDUSTRY

21

©2019 G.ARAI

SSCとして、IMIの製品とサービスは2つのグループ
• コア製品とサービス：

・労働市場インテリジェンスまたはLMI-より一般的に研究と呼ばれる

・National Occupational StandardsまたはNOS-すべての職業資格の基礎

・資格-IMIの場合、これは、能力ベースの資格（VCQと呼ばれる）や職業に関連する資格（VRQと呼ばれる）など、すべての職業資格を意味
します。

• セクター固有の製品とサービス：

・これらはIMIの中心的な仕事に基づいていますが、この分野の専門家協会としての私たちのバックグラウンドのためにのみ成功することが

できます。これらは、自動車小売業界の個人および特定のニーズを満たすように設計されています。これには、認定とキャリアに関する作業が
含まれます。

22

セクタースキルカウンシルの責任
• 各SSCには、「フットプリント」として知られる英国の経済部門が割り当てられています。これは、標準産業分類コード（SICコード）と呼ば

れるものに基づいています。

• また、SSCは、フットプリント内のすべてのサブセクターをカバーすることを保証し、ニーズが最大または緊急の場合に作業の優先順位を
付ける必要があります。IMIの対象となるサブセクターは次のとおりです。

・軽自動車のメンテナンスと修理

・大型車両のメンテナンスと修理

・オートバイのメンテナンスと修理

・迅速な操作（タイヤ、排気、バッテリーなど）

・事故修理

・車体構築

・部品の流通と供給

・車両販売

・車両のレンタルとリース（セルフドライブまたはドライバー付き）

・ロードサイドでの支援と回復

・リフトトラックのメンテナンスと修理

・モータースポーツのメンテナンスと修理

21

22
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事故修理-ボディ、事故修理-JOINING、事故修理-ペイント、

事故修理-SMART COSMETIC、事故修理-SMART PDR、

事故修理-MET

自動車電気およびモバイル電気、自動グレージング、

キャラバンのメンテナンスと修理、電気自動車およびハイブリッド車、

メンテナンスと修理-リフトトラック、メンテナンスと修理-軽車両、

メンテナンスと修理-大型車両、メンテナンスと修理-大型車両トレーラー、

メンテナンスと修理-オートバイ

ロードサイドでの援助

車両損傷評価者

車両のフィッティング、車両部品事業、

車両回収、車両販売

IMI: NOS:職種

23

©2019 G.ARAI

NOS structure Light Vehicle Maintenance and Repair

24

23

24
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NOS: IMICA02 Reduce Risk(s) to Health 
and Safety in the Motor Vehicle Environment

25

©2019 G.ARAI

• IMICA01自動車環境におけるハウスキーピングへの貢献

• IMICA02自動車環境における健康と安全へのリスクを低減

• IMICA03自動車環境で仕事上の関係を維持する

• IMICA04自動車環境でのツールと機器の使用

• IMIARBG6デモと指導を通じて学習を可能にする

• IMICA08自動車の顧客ニーズを特定して同意する

• インポートされたG11監視スキル

• G12開発スタッフのインポート

• G13経営管理のインポート

• 技術ユニット

• IMILV01定期的な軽自動車のメンテナンスを実施IMILV02軽自動車の燃焼エンジンユニット
およびコンポーネントの取り外しと交換

• IMILV03軽自動車の電気ユニットとコンポーネントの取り外しと交換

• IMILV04軽自動車のシャーシユニットおよびコンポーネントの取り外しと交換IMILV05規定の
検査方法を使用した軽自動車の検査IMILV06軽自動車の検査

• IMILV07軽自動車の燃焼エンジンとコンポーネントの障害を診断して修正する

• IMILV08軽車両のシャーシシステム障害の診断と修正

• IMILV11オーバーホール軽車両機械ユニット

• IMILV12軽自動車のトランスミッションおよびドライブラインユニットとコンポーネントの取り外し
と交換

IMI: NOS: 職種 軽自動車のメンテナンスと修理に必要な作業 1

26

25

26
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• IMILV13軽車両のトランスミッションとドライブラインのシステム障害の診断と修正

• IMILV14軽車両環境で所定のプロセスまたはフォーマットが利用できない場合の障害の診断

• IMILV15軽車両環境の同僚に技術サポートとアドバイスを提供

• IMILV16軽自動車および製品メーカーおよびサプライヤーとの技術的問題に関する連絡

• IMILV17軽車両環境での診断機器と技術情報システムのサポートのセットアップとメンテナン
ス

• IMILV18軽車両環境の顧客との診断相談を実施

• IMILV19自動車の高度運転支援システムのコンポーネントの診断、取り外し、交換、再較正

• IMIAEME106自動車の電気ユニットとコンポーネントの故障の診断と修正

• IMILVBP18基本的なモーターの機械、電気、およびトリム（MET）コンポーネントと固定されて
いない車体パネルの取り外しと取り付け

• IMIEV1電気自動車およびハイブリッド車で、またはその近くで非高エネルギーの電気システ
ム作業を実行する

• IMIEV2故障および損傷した電気自動車およびハイブリッド車の作業を実施する

• IMIEV3非稼働の電気およびハイブリッド車両システムのサービスと修理

• IMIEV4電気自動車とハイブリッド車を隔離して元に戻す

• IMIEV5電気自動車およびハイブリッド車の高電圧バッテリーの診断、テスト、修理

IMI: NOS: 職種 軽自動車のメンテナンスと修理に必要な作業 2

27

©2019 G.ARAI

IMICA01 Contribute to Housekeeping in Motor Vehicle Environments

行動基準 次のことができる必要があります。
1.すべてのハウスキーピングおよび機器メンテナンス活動を通して適切な個人用保護具を選択して使用する

2.適切なタイプでタスクに適した洗浄装置を選択して使用する

3.指示に従って、また職場の手順に従ってのみ意図した目的でリソースを使用する

4.設備の清掃とメンテナンスを行う際には、職場の方針、スケジュール、製造業者の指示に従う

5.機器のメンテナンス活動が目的に合った機器を維持するようにします

6.指定された時間と頻度で、あなたが責任を負う作業領域を掃除します

7.使用のためのアクセスと識別を容易にする安全な方法で機器を保管します

8.ハウスキーピング活動を安全に実施し、顧客とスタッフへの不便を最小限に抑える

9.ハウスキーピング活動により、作業エリアを清潔に保ち、ごみや廃棄物がないようにします。

10.使用済みの洗浄剤、材料、および破片を廃棄して、関連する法的、環境、および職場の要件に準拠

11.故障または破損した機器を関係者に明確かつ迅速に報告する

12.予想される完了遅延を関係者に速やかに報告する

知識と理解 以下を知って理解する必要があります。
1.機器および作業領域の使用および保守に関する職責の範囲

2.職場のポリシー、スケジュール、職場のポリシー、ハウスキーピングアクティビティと機器のメンテナンスのスケジュールと法律

3.製造業者の、お客様の責任のある機器の洗浄および一般的で非専門的なメンテナンスに関する要件

4.あなたが責任を負うワークショップの清掃およびメンテナンス活動に適用される規制および情報源

5.障害を関係者に迅速に報告することの重要性

6.予想される遅延を関係者に迅速に報告することの重要性

7.タスクに適した機器を選択して使用する方法

8.機器を安全かつアクセス可能に保管する方法

9.故障または損傷した機器の報告方法

10.機器の清掃および保守時に安全に作業する方法

11.作業場の洗浄装置、材料、およびエージェントの選択および使用方法

12.担当する機器および作業エリアの清掃および保守方法

13.関連する法律、環境、および職場の要件を満たすために、未使用の洗浄剤、材料、および破片を処分する方法

14.洗浄剤と材料の使用に関連する特性と危険

15.個人用保護具の着用の重要性

16.指示されたとおり、および意図された目的のみにリソースを使用することの重要性

IMI: NOS:作業

28

27

28
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IMICA01 Contribute to Housekeeping in Motor Vehicle Environments

範囲
1.機器のメンテナンスカバー：

a。 機器の定期点検、b。 洗浄装置、c。 電気機器の目視検査

2.ハウスキーピングアクティビティの対象：

a。 毎日の作業エリアの清掃、b。 片付ける、c。 流出に対処する、d。 関連する考慮事項を考慮した廃棄物、使用済み材料および破片の処分

環境要因

3.自動車には以下が含まれます。

a。 軽自動車、b。 大型車/商用車、c。 オートバイ、d。 リフトトラック、e。 大型車両用トレーラー、f。 キャラバンとキャンピングカー

適用
事故修理-ボディ; 事故修理-参加; 事故修理-ペイント;

事故修理-スマート-化粧品; 事故修理-スマート-PDR;

事故修理-機械的、電気的およびトリム; ボディービル; メンテナンス

および修理-キャラバンおよびキャンピングカー。 メンテナンスと修理-重い

車両; メンテナンスと修理-大型車両トレーラー; メンテナンスと

修理-リフトトラック; メンテナンスと修理-軽車両; メンテナンスと

修理-オートバイ; 自動電気およびモバイル電気設備。 道端

援助; 車両損傷評価業務; 車両フィッティング; 車両

パーツ操作; 車両回収; 車両販売v3

IMI: NOS:作業

29

©2019 G.ARAI

行動基準 次のことができる必要があります。

P1 適切な個人用保護具を着用し、ワークショップのすべての診断関連活動を通して車両カバーを使用する

P2 関連する人々に、すべての標準的な診断手順と技術が、さらなる作業を行う前に体系的かつ正しく車両に
適用されていることを確認します

P3 安全な作業手順のために車両システムと作業エリアを準備します（適切な場合）

P4 以前のすべてのシステム障害情報、診断テスト方法、および結果を正しく分析し、さらなる作業を行う前に
決定的な結果を検証します

P5 関連する製造業者の代表者と連絡を取り、必要に応じて、特定された障害に関連する最新の情報、アドバ
イス、およびガイダンスを取得します。

P6 提示された症状に関連する診断方法を使用します

P7 障害の考えられるすべての原因を徐々に排除する体系的かつ構造的な方法で診断情報を収集します

P8 障害の原因を明らかにするのに最も効果的な可能性が高いチェックとテストを適用します

P9 次のすべての診断アクティビティを実行します。

P9.1 職場の手順 P9.2健康および安全要件 P9.3環境要件

P10は、次のリスクを最小限に抑える方法で機能します。

P10.1他の車両システムの損傷 P10.2他のコンポーネントおよびユニットの損傷

P10.3漏れのある接触 P10.4有害物質との接触

NOS IMILV13軽車両のトランスミッションと
ドライブラインのシステム障害の診断と修正 1

30

29

30
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P11は、必要な機器をすべての診断および修正作業を通じて正しく安全に使用します

P12は、障害の正確な診断を可能にするために十分な診断情報を収集します

P13障害の原因を正しく特定する

P14許容範囲からのシステムの逸脱を正確に特定して記録する

P15は、解体されたサブアセンブリ、コンポーネント、およびユニットの評価により、それらの状態と修理または交
換の適合性を正確に特定します。

P16障害を是正するための適切な行動方針を明確に推奨する

P17は、修理が不経済であるか、実行するのが不十分である場合、関係者に速やかに通知します

P18は、提示された障害に対して最も費用と時間の効率的な方法ですべてのシステムチェックとテストを完了し
ます。

P19合意されたタイムスケール内ですべてのシステム診断活動を完了します

P20は、記録が正確で完全であり、必要な形式で速やかに関係者に渡されるようにします

P21は、予想される完了の遅延を関係者に速やかに報告します

NOS IMILV13軽車両のトランスミッションと
ドライブラインのシステム障害の診断と修正 2

31
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立法および組織の要件と手順

以下を知って理解する必要があります。

K1に関連する法律と職場の手順

K1.1健康と安全、K1.2環境（廃棄物処理を含む）、K1.3適切な個人用および車両用保護具

K2車両に関する法的要件（交通安全要件を含む）

K3の職場手順：

K3.1障害箇所と修正アクティビティの記録、K3.2テスト結果の報告、K3.3問題の紹介

K3.4作業完了までの遅延の報告

K.4診断活動を進めるために、独自の診断手順および診断プロセスを策定および構築する方法

K5診断および修正情報を文書化することの重要性

K6合意されたタイムスケールに取り組み、他者に情報に基づいた進捗を保つことの重要性

K7時間、コスト、収益性の関係

K8予

電気および電子原理

K9センサーとアクチュエーターのタイプ、それらのアプリケーションと操作を含む電気および電子の原理

K10電気および電子車両システムの動作方法。電気コンポーネント機能、電気入力、出力、電圧、オシロスコー
プパターン、デジタルおよび光ファイバーの原理など

K11多重化を含む、車両内の電気、電子、機械、油圧コンポーネントとシステム間の相互作用

K12電気記号、単位、および用語

K13電気安全手順

K14高エネルギーの電気自動車部品に関連する危険想される遅延を関係者に迅速に報告することの重要性

NOS IMILV13軽車両のトランスミッションと
ドライブラインのシステム障害の診断と修正 知識と理解1

32

31

32
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診断および修正装置の使用

K15診断テスト機器の精度を準備およびテストする方法

K16機械システム、電気システム、油圧システム、流体システム用の診断および整流装置、専門の修理ツール、
一般的なワークショップ機器の使用方法

車両システムの故障、その診断と修正

K17車両の機械、電気、電子、油圧、および流体システムの構築および動作方法

K18車両の機械システム、電気システム、電子システム、油圧システム、流体システムをどのように解体、再組
み立て、メーカーの仕様に合わせて調整するか

K19車両の機械的、電気的、電子的、油圧および流体システム、コンポーネントおよびユニットの障害と障害の
種類と原因

K20車両の機械、電気、電子、油圧、および流体コンポーネントとユニットの交換手順、交換が必要な状況、およ
びその他の可能な措置

K21車両の機械、電気、電子、油圧、および流体システムの動作仕様、診断テスト手順、修理手順、法的要件に
関する情報源を見つけ、解釈し、使用する方法

K.22提示された症状に対して最も適切な診断テスト方法を選択する方法

K23車両の機械システム、電気システム、電子システム、油圧システム、および流体システムの体系的な診断テ
ストの実施方法

K24車両システム障害の場所と原因を特定するために、テスト結果と車両データを解釈、評価、分析する方法

K25車両の機械システム、電気システム、電子システム、油圧システム、および流体システムの障害を修正する
ために修正作業を実行する方法

K26職場の手順、ポリシー、および手順：

K26.1保証の下で実行される作業

K26.2製造業者および外部機関との連絡

K27テスト方法論と修復された障害との関係–適切なテスト方法の使用

K28修正のための費用対効果の高い推奨事項の作成方法

NOS IMILV13軽車両のトランスミッションと
ドライブラインのシステム障害の診断と修正 知識と理解2

33

©2019 G.ARAI
34
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34
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見習いプログラムは、次の4つのコンポーネントで構成され、自動車サービスおよび保守技術者（軽自動車）のレベル3標準につな
がります。

1.次の知識と理解：

•車両技術の基礎。シャーシ、エンジン、トランスミッション、電気、空調、高電圧車両などの車両システム

•軽車両のタイプ、および関連する特性。前輪または後輪駆動、四輪駆動など

•診断原則と論理的な問題解決技術。

•新しい自動車技術と、技術者が将来必要とする知識とスキルに与える影響。

2.職場で以下を達成する能力：

•すべての手順に共通する基礎タスクを実行します。ボルト、ネジ、クリップの取り外しと交換、シールの交換、破損したファスナーの
抜き取り、切断、穴あけ、ファイリング、製造スキルの使用など

安全で効率的なワークショップの維持に貢献し、ディーラー/ガレージのビジネスプロセス（環境への意識、車両の整備、記録管理、
顧客との連絡など）および標準的なワークショップ運営を順守します。

•特定の情報にアクセスします。車両修理情報、配線図、保守表、技術生産情報を適切に適用します。

•診断、機械、および電気測定機器を使用します。

•顧客への引き渡しに必要な品質基準に従って車両を検査および準備します。サービス、複雑な修理、出荷前検査など。

•監督なしで車両を保守および保守します。

•製造元の基準に従って修理/交換コンポーネントを取り外します。

•車両の故障の症状を調査し、潜在的な根本原因を特定します。

•診断ツールとテスト体制でサポートされる高度な診断原則と論理的な問題解決技術を適用して、電気的、機械的、電子的障害を
確立します。

•現在のフロー図と電気テスト機器を使用して、標準の診断および修理手順を実行します。

Motor Vehicle Service and Maintenance Technician [light vehicle]
Level 3 Apprenticeship Standard

35

©2019 G.ARAI

3.職場で以下を達成するためのソフトスキルと行動。

•さまざまなトピックで顧客と効果的にコミュニケーションをとる。障害の診断プロセスをサポートする方法で、顧客から症状の説明を
引き出します。

•働く会社の価値観に従って行動する。顧客を敬意と礼儀をもって扱い、要件に迅速に対応し、効果的なコミュニケーションスキルを
使用して信頼を勝ち取り、優れたエクスペリエンスを確実に提供します。

•必要に応じて責任を持ち、物事が計画どおりに進まない場合は正直で説明責任を果たす効果的なチームメンバーとして運営しま
す。

•自分自身とビジネスのパフォーマンスを改善するために、常に学びます。効果的に計画し、サービスと修理を実行するときに高度
に組織化されます。

•業務の観点からビジネスがどのように機能するかを理解し、商業的な認識を示します。

4.機能スキル：英語と数学（レベル2）

どのように評価されますか？

実習生は、週に1日、ファーンバラ工科大学に通う必要があり、残りの時間は雇用主と一緒に過ごします。

以前の資格と経験が必要ですか？

トレーニングプログラムは、自動車修理サービスを提供するガレージで働く新規または既存のスタッフを対象としています。

エントリー基準は16歳以上のスタッフで、数学と英語を含めるには最低5つのGCSE A *-Cまたは9-4が必要です。 GCSEは、初期
評価の結果とともに検討されます。

Motor Vehicle Service and Maintenance Technician [light vehicle]
Level 3 Apprenticeship Standard

36
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L4 DIPLOMA IN VEHICLE MAINTENANCE AND REPAIR 
COMPETENCE

37

©2019 G.ARAI
38

L4 CERTIFICATE IN ADVANCED VEHICLE DIAGNOSTICS AND MANAGEMENT COMPETENCE

37

38
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欧州では、ポピュラーな徒弟訓練(イギリス）

39
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欧州では、ポピュラーな徒弟訓練(イギリス）

40
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40
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TABLE 2.4(ii): Higher Education Students
(1)

in Higher Education Institutions
(2)

and Further Education Colleges
(3) 

by gender
(6)

, level of education, and mode of 
attendance

(7)
, 2010/11 - 2016/17

United Kingdom Thousands

Higher education students All

2017/18

Full-time Part-time

Postgraduate 339.3 228.8

of which

PhD & equivalent 77.2 24.4

Masters and Others 262.1 204.5

First Degree 1,477.8 166.7

Other Undergraduate 125.6 172.4

Total 1,942.7 567.9

Department for Education: Education and training statistics for the UK: 2019, 21 November 2019 
National Statistics, Table 2.4(ii)

イギリスの教育実態

41

TABLE 2.4(i): Further Education Students(1) in Higher 
Education Institutions(2) and Further Education Colleges(3), 
2017/18

United Kingdom Thousands

Further education students
All 2017/18

England(4) 3,067.5

Wales(5) 118.3

Scotland 246.8

Northern Ireland 117.2

total 3,549.8

Department for Education: Education and training statistics 
for the UK: 2019, 21 November 2019 National Statistics, 
Table 2.4(ii)

©2019 G.ARAI

イギリスの教育実態
DfE Statistical data set
Further education and skills: November 2019 - list of supplementary files 

42

Table 7: All Age Demographic Summary of Apprenticeship and Traineeship Participation (2018/19) – Learner Volumes
Funded Learners
Apprenticeships

Traineeship
s

Intermediate 
Level 

Apprenticeshi
ps

Advanced 
Level 

Apprenticeshi
ps

Higher
Apprenticeshi

ps

Total 
Apprenticeshi

ps %

Level 6+ 
Apprenticeshi

ps
Total 
Learners 275,800 356,200 123,900 742,400 100% 33,800 17,200
Age
Under 19 94,500 66,500 5,100 161,000 21.7% 2,100 13,200
19-24 85,900 138,600 38,100 256,300 34.5% 15,700 4,000
25-49 82,200 135,400 72,000 287,700 38.8% 14,900 -
50+ 13,100 15,700 8,800 37,400 5.0% 1,000

Table 8: Adult (19+) Demographic Summary of FE and Skills 
Participation (2018/19) – Learner Volumes

Funded Learners
All FE and Skills Participation

Below Level 2 
(excluding 

English and 
Maths)

English 
and Maths

Level 2 Level 3 Level 4+ Total 
FE and 
Skills

%

of which English Maths ESOL

Total Learners 394,500 573,500 360,300 364,000 120,500 695,600 422,400 133,100 2,068,200 100.0%
Age
19-24 84,200 127,800 80,100 90,100 14,900 185,800 193,000 41,700 498,600 24.1%
25-49 223,900 378,300 237,000 231,800 91,500 408,200 206,500 81,000 1,155,500 55.9%
50+ 86,400 67,400 43,200 42,200 14,000 101,600 22,800 10,400 413,000 20.0%
Unknown 100 - - - - - - - 1,100 -

41

42
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イギリスの教育実態
DfE Statistical data set Schools, Pupils and their Characteristics: January 2019

43

Table 3 All schools Number of pupils by age, gender and type of school January 2019 England

State-funded nursery
State-funded primary schools 

(2)(3)(7)
State-funded secondary schools 

(2)(4)(6)(7)
Age as at 31 August 2018 Boys Girls Total Boys Girls Total (10) Boys Girls Total

5 1 1 2 325,177 311,487 636,664 4,406 4,267 8,673
6 0 0 0 334,057 320,233 654,290 4,536 4,327 8,863
7 0 0 0 332,284 319,047 651,331 4,469 4,348 8,817
8 0 0 0 326,194 313,529 639,723 3,872 3,873 7,745
9 0 0 0 313,660 303,400 617,060 9,164 9,027 18,191
10 0 0 0 313,760 304,913 618,673 9,858 9,390 19,248

Total 5 to 10 1 1 2 1,945,132 1,872,609 3,817,742 36,305 35,232 71,537

11 0 0 0 764 616 1,380 305,440 296,607 602,047
12 0 0 0 155 165 320 295,219 287,544 582,763
13 0 0 0 0 0 0 288,024 281,495 569,519
14 0 0 0 0 1 1 280,892 273,948 554,840
15 0 0 0 0 0 0 268,897 263,006 531,903

Total 11 to 15 0 0 0 919 782 1,701 1,438,472 1,402,600 2,841,072

16 0 0 0 0 0 0 94,828 107,599 202,427
17 0 0 0 0 0 0 86,275 98,916 185,191
18 0 0 0 0 0 0 7,452 7,535 14,987
19+ 0 0 0 0 0 0 169 203 372

Total 16 to 19+ 0 0 0 0 0 0 188,724 214,253 402,977

©2019 G.ARAI

19-24

Sum of 1819_Starts Sum of 1819_Achievements
39,490 24,700 
56,150 29,900 
20,370 3,950 

116,000 58,550 

イギリスの教育実態
DfE Statistical data set
Apprenticeships and traineeships data
Apprenticeship demographic and sector subject area PivotTable tool: starts and achievements 2017 to 2018, to 2018 to 2019

44

Age Narrow
Totals

Level Sum of 1819_Starts Sum of 1819_Achievements
Intermediate Apprenticeship 143,590 86,150 
Advanced Apprenticeship 174,730 85,100 
Higher Apprenticeship 75,060 13,900 
Totals 393,380 185,150 

Age Narrow
16

Level Sum of 1819_Starts Sum of 1819_Achievements
Intermediate Apprenticeship 16,740 10,120 
Advanced Apprenticeship 7,080 3,830 
Higher Apprenticeship 10 10 
Totals 23,830 13,960 

Age Narrow 17

Level Sum of 1819_Starts Sum of 1819_Achievements
Intermediate Apprenticeship 20,190 11,680 
Advanced Apprenticeship 11,210 6,240 
Higher Apprenticeship 160 80 
Totals 31,560 18,000 

Age Narrow 18

Level Sum of 1819_Starts Sum of 1819_Achievements
Intermediate Apprenticeship 17,530 12,010 
Advanced Apprenticeship 20,800 12,700 
Higher Apprenticeship 3,820 950 
Totals 42,150 25,660 

25-34

Sum of 1819_Starts Sum of 1819_Achievements
25,550 14,430 
42,640 17,170 
22,840 3,670 
91,030 35,270 

35-

Sum of 1819_Starts Sum of 1819_Achievements
24,000 13,140 
36,790 15,210 
27,860 5,240 
88,640 33,600 

43

44
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BMW(Rolls-Royce) ディーラーの徒弟訓練
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BMW(Rolls-Royce) ディーラーの採用

46

45

46
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BMW(Rolls-Royce) の徒弟訓練
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BMW(Rolls-Royce) メーカーの徒弟訓練

53
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• 東京工科自動車大学校
1級自動車整備科(4年) 職業実践専門課程の基本情報
https://car.tera-
house.ac.jp/files/pdfs/disclosure/nakano/kihonjoho/nk_02_01.pdf?190731
1級自動車エンジニア科[開発・設計エンジニア専科] (4年) 職業実践専門課程の
基本情報
https://car.tera-
house.ac.jp/files/pdfs/disclosure/setagaya/kihonjoho/st_02_01.pdf?190731

• 日産横浜自動車大学校
1級自動車整備科(4年) 職業実践専門課程の基本情報
https://www.nissan-gakuen.ac.jp/yokohama/wp-
content/uploads/2019/11/69c1b908106058c7d7d6c9a99e41e8c1.pdf

日本の専門学校における 一級自動車整備科

54

国土交通省HP https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk9_000004.html
１．一種養成施設 《主として自動車の整備作業に関しての実務経験がない人を対象》
Ｃ 一級自動車整備士養成課程

一級大型及び一級小型自動車整備士の養成課程の入学資格は、二級ガソリン自動車整備士又は二
級ジーゼル自動車整備士を取得している者で、修業年限は３年以上です。なお、二級ガソリン自動車整備士
及び二級ジーゼル自動車整備士の両方取得している者にあっては、修業年限を２年以上とすることができ
ます。

なお、この養成施設の所定の課程を修了しますと、修了した課程に対する実技試験の免除（修了後２年間
）と技能検定の受験資格が与えられます。

53
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1

1

職業に即した専門高校での
授業
ー農業高校における理科－

河野 眞由（都立農芸高等学校）

2

職業に結び付けた理科の授業 構想

１．技能の習得

２．職業への関連付け

３．明確なゴール設定(評価)

↓

これをやることでこんな職業につけるよ

↓

専門科目に即する

1

2
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報告のテーマ

①新学習指導要領について

・ 総則が目指しているもの

・ 理科が目指しているもの
②職業を意識した授業づくり

・農業の専門学校 特色

・授業案

4

新学習指導要領

(１)学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力・
人間性の等の涵養

(２)生きて働く知識・技能の習得

(３)未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力の育成

○学習指導要領改訂の方向性

新しい時代に必要となる資質・能力の育成と、学習評価の充実

3

4
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5

新学習指導要領

（1）自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究
するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付け
るようにする。

（2）観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

(３)自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

○理科の目標

6

新学習指導要領
○理科と総則

(１)学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力・
人間性の等の涵養

(２)生きて働く知識・技能の習得

（1）自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究
するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付け
るようにする。

（2）観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

(３)未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力の育成

(３)自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

5

6
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農芸高校の教育目標

1 教 育 目 標

（1）学校の教育目標
国家社会の形成者として必要な一般的教養及び農業に
関する専門的技術と科学的態度を身に付け、
あわせて明るい社会づくりに貢献しようとする人材の育
成を図る。

8

単元 内容
授業での工夫

観察・実験
科学的な探求力

態度 専門と職業

ア 植生の多様性と分布
(ア)植生と遷移
(イ)気候とバイオーム

イ 生態系とその保全
(ア)生態系と物質循環
(イ)生態系のバランスと保全

ウ生物の多様性と生態系に関
する探究活動

○実習
フィールドワーク

○ICT教育
遷移のシュミレーションアプリを
使用した学習

○生態系と物質循環やバランス
と保全について、学ぶ

○里山について学ぶ

○調べ学習やパソコンを使った
実習において
調べ方、まとめ方、発表のしか
たを学ぶ

〇植生調査

フィールドワークにおける実習

標識再補法

区画⽅

〇植生調査の実験法を正しく行
うことができる。

〇グループで話し合いながら森
林の移りかわりについて話しあ
うことができる。

〇図書館での調べ学習を通して
私たちが住む地域や田舎の暮ら
しについて調べることができる

・人に自分の意見を伝えること
ができるか。
・他者理解

(専門)
緑地実習
果樹
(職業)
造園
果樹栽培

(専門)
材木 樹木
(職業)
林業

(専門)
樹木
環境保全
緑地実習
(職業)
環境コーディネーター
樹医
林業

(専門)
課題研究
樹木
(職業)
研究職

授業案

7

8
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9

授業案 方法～手段であって目的ではない～

1 様々な取り組み

10

農業教育(授業)の目指すところ

1 生徒の成長(精神的なものも含めた)

２ 技術技能の習得

３ 知識の習得

４ 専門知識の習得

５ 職業への理解

9

10
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